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Murchison隕石への左右円偏光紫外線照射とアミノ酸分析

Amino acid analysis of the Murchison meteorite irradiated by circular-polarized UV light
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＜はじめに＞　地球上の生命を構成するアミノ酸は L 体からなり、その片手構造（キラリティ）が化学進化の過程で
どのように獲得されたかは未だに謎である。一つの仮説として、隕石中の数種のアミノ酸に報告されている L 体優位性
が生体 L 型アミノ酸に影響を与えたとして化学進化における隕石有機物の重要性が提案されている。その隕石中アミノ
酸の L 体優位性を生み出す可能性として、星間空間における非対称性な光（円偏光）が選択的に一方の光学異性体を分
解するメカニズムが考えられる。一方で、隕石中のアミノ酸はほとんどが加水分解によって生じる前駆体として存在し
ており、円偏光が不斉伝播するかはわかっていない。最近、高野ら (2007)は一酸化炭素、アンモニア、水に陽子線を照
射して生成した高分子状有機物に左右円偏光紫外線を照射することにより、右円偏光照射の場合には D-アラニン、左円
偏光照射の場合には L-アラニンが過剰に生成することを報告した。本研究では実際の炭素質隕石粉末試料に左右円偏光
紫外線を照射し、アミノ酸組成と立体の変化を調べた。
＜実験＞　Murchison隕石粉末約 10-15mgを先細の合成石英管に真空下で封入し、分子科学研究所極端紫外光研究施

設の紫外線自由電子レーザーを用いて、217nmの左円偏光 (L-CPL)と右円偏光 (R-CPL)を 100mJのエネルギーで、それ
ぞれ１時間照射した。また、対照実験として、213nm Nd-YAGレーザーの無偏光紫外線の照射も行った。照射後、試料
を熱水抽出して加水分解後、高速液体クロマトグラフでアミノ酸分析を行った。
＜結果と考察＞　Murchison隕石中に比較的多く存在するグリシン (Gly)、アラニン (Ala)、グルタミン酸 (Glu)、アス

パラギン酸 (Asp)、バリン (Val)、ベータアラニン (β-Ala)、アミノイソ酪酸 (AIB)、ガンマアミノ酪酸 (GABA)の総量は
いずれの照射においても６割程度に減少していた。これまで、隕石試料への紫外線照射による有機化合物の組成変化に
関する研究は行われたことはないが、本実験における紫外線は隕石有機化合物を分解する方向に働き、アミノ酸組成に
大きな変化はなかった。非タンパク性アミノ酸であるβ-Alaと AIB を比較した場合、α位にメチル基を持つ AIB が分解
を受けにくいという傾向は見られなかった。これらは用いた紫外線波長が主にカルボニルまたはカルボキシル基の分解
に作用したためと考えられる。光学異性体が存在するアミノ酸に関しても分解が進行していたが、その D/L はラセミ化
の方へ近づいており、L-CPLと R-CPLのいずれの場合にも片方の立体選択性が増加することはなかった。このことは隕
石有機物に円偏光紫外線が照射されても不斉は励起されないことを示す。その原因として、隕石マトリクスの無機鉱物
の影響などが考えられる。


